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第２２回九州ろうきんＮＰＯ助成フォーラム活動報告資料
□令和８年２月５日 □九州労働金庫本部 ６階会議室

第２２回九州ろうきん様「ＮＰＯ助成金」での
くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワークの活動紹介

１／１２版
１ 団体設立の目的

‧○熊本県内に残された戦争遺跡遺産を未来に残し、戦争の悲惨さと平和の大切さをつたえる
事を目的としています。

○地域に残された戦争遺産を通しての地域づくりを進め、平和な社会の実現を目指します。

２ 団体の活動概要と主な活動実績
本会「くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク」は、２０２５年で結成２０年目を迎え

ました。これまで熊本県内各地の戦争遺跡の調査・研究や保存活動を行い、合わせて県内航
空遺産をはじめ戦時資料（絵本・玩具・空襲資料等）の調査・研究・検証活動を通して、「戦
争の記憶を語り継ぎ、平和の大切さを学ぶ活動」を進めてきました。
２０２４年夏の平和展「戦時資料貸出しキット 子どもたちが見た戦争」紹介展を玉名市

歴史博物館ここピア様と両主催で開催ができ、大きな反響を得ることができました。
昨年度の活動実績は「第２１回（２０２４年度）助成団体活動報告書：九州ろうきん様202

50928版」に既報告済みです。
主だった活動実績として、体験学習用の戦時資料を多用した小学校向け出前平和講座、地

域づくり・職域団体向けの啓発活動講演（市民向け戦時資料展示と証言会、地元旅行会社と
の戦争遺跡見学ツアー、県内戦争遺跡及び空襲調査、宇城市長報告、平和継承リーフレット
『松橋空襲』発行と無料配布のとおりです。

３ 第２２回申請での取り組み
（１）平和継承リーフレット『紙の爆弾 伝単（でんたん）』刊行
（２）くまもと戦跡ネット「出前平和講座」を広域で実施し、地域に残された戦争遺跡の紹介、

戦時資料の展示、着用体験等を通して戦争実相と平和希求の啓発活動を行う。玉名町小、
大豊小、有明中、菊水小、合志楓の森小、熊本学園大学付属中の６校を予定。また、他校
等においては「戦時資料貸出キット」活用を促す。さらに平和講演会や地域での平和・戦
争資料展にも取り組む。

（３）次の世代に継承するために県内各地の戦争遺跡や戦争証言の聞き取り作業、米軍資料検
討・紹介・公開を進めて、地域での戦争遺跡・遺産の保存活用を図る。

（４）「くまもと戦争遺産デジタルミュージアム（仮）」開設に向けての諸調査と環境整備を
行う。

くまもと戦跡ネット主催の「出前平和講座」

□玉名市玉名町小学校 ９月１１日・玉名市 立歴史博物館にて □和水町菊水小学校 １１月１１日

・校内 戦跡調べ □合志市合志楓の森小学校 １０月２１日 黒石原奉安殿のフィールドワーク

□熊本学園大学付属中学校 ９月１９日 学園大学フィールドワークと地域学習
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□くまもと戦跡ネット・玉名市立歴史博物館との両主催

事業

「令和７年度企画展 戦後８０年 たまな・くまもと

の戦争遺産 ～次世代への継承」

令和７年７月１２日～９月２１日」

□くまもと戦跡ネット 戦時資料貸出キット「子どもた

ちが見た戦争」第二弾 チラシ表・裏
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連 絡 先
くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 代表 髙谷 和生

〒８６５－００６１ 熊本県玉名市立願寺１２６－５
Ｅメール takayanagi912@yahoo.co.jp
ＨＰ ＵＲＬ http://www.kumamoto-senseki.net/

□くまもと戦跡ネット自主事業「長崎被爆体験証言会と紙芝居」

玉名市立歴史博物館レクチャールーム 令和７（２０２５）年８月２３日
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